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ソマグロヒラタコメツキ の採集例

下山 健作

ツマグロヒラタ コ メツキ ‘4,1osil',-Ms casta,tel‘s ja o -

, tt'cus K IsHI I et OHI RA の は日本では採集例を聞か
ないようなので, 者の-手元にある記録を発表してお
く。

シマグロ1,:.ラタコメツキ (左 : , 右 : )

2 ,  ,'i森県南i ?軽部平「i町欠一捨山, 2 . 、 . 1975,
佐藤明採集

道路;・のミズナラやケヤキの新-l fに午前 10時から午後
2 時頃までの間飛来した個体とのことで, 同時に も採

集されたという。

末 't? ながら, i' t 重な漂本を慮 tj? されたVi藤明氏および
色々とご教,:r、下さった馬場金太郎, 中条道夫, 大平仁夫

の語先生に厚くお礼中し上げたい。
(〒036-01 南1Mf郡平「i町大字?l木町字藤山34-35)

石垣島未記録のコプハムシ

今坂 正一

屋久島から沖細本島までの南西;證島からは, 従来, ヤ

クシマコブハムシChlamtsus yakushimanus (四国, 屋

久島, 1中細本島), ハバビロコブハムシC. J'ape,fief‘,s
(本州, IL州, ti,久島, 美大島), アマミコ ブハムシ

C geniculatus (屋久島, 種子島, 美大島, 徳之島,
i中繩本島) の3 種のChlamsus (コブハムシ属) が知ら

れていたが, 石.tri島を含む先島話島からはこの属の種の
記録はなかった。

、

111者は次の2 種を石 島よ り確認したので,  ここに記

醫しておく。 賀一重な標本を111与された多比良嘉信, 酒井

案理, 山地治の3 氏に心よりお礼中し上げたい。
1. ヤクシマコブハムシ ( 'j-真左)

Cfi fa,n l'sits va l‘s加' ,,Ia ,l!‘s O H N0

l ex., 石ll,島オモト岳,  l . IV . 1974, 多比良採集

久島産の個体より記,校された で,  コブハムー・ン 類中

では例外的に表面の円l-''1が少なく , 前的中央に縦fifi があ

るた・?他?重との区別はたやすい。 i往者は石ifi島以外で得
られた本種を見ていないが, 原記,職を見るかぎりではイi
ffi島産の個体は前胸および上地の隆起がより,1111 く点刻も

大きく密である点などで, 他産地の們体とは区別できそ

うである。

2. ハバビロコブハムシ ( ' 真̂右
C. Ja o'M_S (JACOBY)

lex., イill解jオモトlfi,  5.  「「. 1973, 酒JI:-採集
3exs., イitii,L,'オモト1111、,  7. 1、. 1974, 山地採集

本ilfiは本州から 美大島まで産し,  シイ類の生集で i来
集される。 イー, t,i島産の個体は本土産のl岡体より, 大きく

色は明るく (赤褐色), f1i節板の形態にも差異が認めら
れる。

左 : ヤクシマコブハムシ イi : ハ , 、 ビ r' コブハムシ

上記2 ?種l は, l,、t細にJ司べ.l tば将来別,lll?重と して区別さ
れるべきものかもしれないが,  今l,:,lは分布の記録にとど
めておくことにしたい。
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:時玉, ｧでケプカヒラタカミキリを採集
平j1 勇

ケプカヒラタカミキリ  iNothorhi'tapu,tctata(FABRI.


